
　本年度から２月は標記の「平和と紛争予防／紛争
解決月間」とされました。日本では、あまり切実感のな
いテーマかもしれませんが、シリアの内乱で多くの
人々がヨーロッパへ逃れていることやパリ等でのテロ
事件や報復空爆、戒厳令等のニュースは毎日のように
耳に入ります。現在、世界では紛争や迫害で420万
人が難民となっていると言われていて、このような状
況の解決を目指してロータリーは、平和と紛争予防／紛
争解決のための研修・教育・実践を支援しています。
即ち、紛争予防と仲裁のためのリーダー研修・紛争
地域における平和構築の支援・平和と紛争予防／
紛争解決に関連した仕事を目指す専門職業人のため
の奨学金支援等をしています。ロータリー財団はより
具体的に、援助対象項目として、

•非暴力・平和構築・人権を支援するための地域社会
の活動

•地域社会のニーズとして紛争解決のためのワーク
ショップの企画

•紛争の心理的影響に取り組む活動の支援
•紛争回避のための予防策に取り組む活動の支援
•ギャング反対運動や民族・宗教の違いを乗り越える運

動･研修･キャンペーン
•過去に紛争を経験した当事者・関係者間のコミュニ

ケーションと仲裁
•上記の活動を支援する職業研修チーム（ＶＴＴ）
•平和と紛争予防／紛争解決を学ぶ大学院課程学生へ

の奨学金
を挙げています。
　最近このテーマでよく話題になるのが「ロータリー
平和フェローシップ」でしょう。世界の７カ所の大学に
はロータリーが支援している「ロータリー平和セン
ター」が設置されています。ロータリーは毎年、世界
中の候補者の中から各ロータリー平和センターで学
ぶフェローを最高100名選び、授業料と入学金、部
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屋代、食事代、往復交通費、インターンシップ／実地
研修費に利用できる奨学金を15～ 24カ月支給（50
名まで）します。さらに平和・紛争解決経験者でスキ
ル向上を目指す社会人（50名まで）には、タイのチュ
ラロンコーン大学で３カ月の短期集中型プログラム参
加のための奨学金を支給します。
　日本の国際基督教大学に設置されているロータ
リー平和センターでは、多様な実務経験を積んだ後
にフェローに選ばれた日本人の学生が、諸外国の学
生とともに研修に励んでいます。その卒業生の多くが
いま正にニュースで報道されている紛争当事国や難
民居住地で紛争解決や難民支援に逞しく尽力してい
ます。そして、その活動の様子を生々しく話してくれ
るのを聞くと、ロータリーが紛争予防や紛争解決に寄

与し、平和に貢献していることを実感させてくれます。
　皆さま方の周りでこのような紛争予防や紛争解決に
貢献されている方や、これからそれを目指そうとされ
る方がおられましたら、できる限りの直接的なご支援
をお願いしたいと思うと同時に、条件はありますが
ロータリー財団の補助金を使う支援の可能性をご検
討いただくようお願いしたいと思います。
　なお、併せて地区ガバナーとしてはロータリー財団
への浄財のご寄付もお願いしなくてはなりません。恒
久基金や年次寄付もお願いしておりますが、使途を指
定して「ロータリー平和センタ－」や「POLIO・PLUS」
活動に限定された寄付もできます。ぜひ、皆さま方の
「平和を願うお気持ち」をロータリー財団にお寄せくだ
さい。何とぞ、よろしくお願い申し上げます。
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「平和を願うお気持ち」をロータリー財団にお寄せくだ
さい。何とぞ、よろしくお願い申し上げます。

　本年度RI 第2690地区地区ガバナーノミニーを務
めさせていただきます。私の所属しております倉敷南
ロータリークラブにはガバナー 2人、佐藤パストガバ
ナー、武田パストガバナーがおられました。もうお亡く
なりになっていますが、私などは足元にも及ばない立
派なガバナーでした。３代目ではありませんが、3人
目はどうも…とならないよう一生懸命に努めたいと思
います。
　三題話のような題名ですが、この方々は私が触発を
受けたロータリアンの皆さまです。
　渡辺好政元RI 理事には私が倉敷南ロータリークラ
ブ会長の時にPETSでお会いし「奉仕を通じて平和を」
のご講演を聞きました。元理事はクラブの奉仕活動
について「木に例えれば、根はクラブ奉仕、幹は職業
奉仕、枝・葉が社会奉仕、国際奉仕、新世代奉仕な
どその他奉仕活動である、職業奉仕が中核・中心、
それと四つのテスト、意味するところは会社を存続さ
せること」と明解に説明されました。私はロータリーで

の経験があまりないままで会長をお受けしましたので、
まさに目から鱗が落ちた思いでした。PETSは、私に
とってまさにトレーニングセミナーでした。
　この「職業奉仕」は、しかし気がかりな表現でした。
他の奉仕活動はそのままの表示で意味が通りますが

「職業奉仕」だけはそうはいきません。私は「笑顔で
Service」を地区スローガンに掲げた松本直前ガバ
ナーの下でガバナー補佐を務めさせていただきました。
直前ガバナーが「奉仕」を「Service」と表示している
のは意味があることを「PETS」で説明しています。

「Vocational Service」が元の英語表現で、これはキリ
スト教文化を基準にしているということを説明されま
した。「Service」には広い意味があり、「実践・実行」が
適していると思い当たりました。キリスト教をベース
にしている「関西（くわんせい）学院大学」の卒業生の
方によりますと「Service」は実行・実践と教えられたと
いうことでした。職業奉仕と四つのテストの組み合わ
せはCSR（企業の社会的責任）とCompliance（法令遵

渡辺好政元 RⅠ理事、松本祐二直前ガバナー、
そしてK.R.ラビンドランRⅠ会長
地区ガバナーノミニー

池上　正 （倉敷南ロータリークラブ）

　第 2690
地区庄司尚
史ガバナー
エレクトが
国際協議会、
鳥居滋パス
トガバナー

が規定審議会に出席されるにあたり壮行会が佐藤芳
郎第2690地区ガバナー主催で次のとおり開催されま
した。

　＊日時／平成 27 年 12月13日（日）17：00 ～18：30
　＊場所／米子全日空ホテル

　山陰の冬の特徴である小雨の降る天候のなか、元
RI 理事渡辺好政様、パストガバナーの山本茂生様、
橋本譲様、森嵩正様、延原正様、伊藤文利様、森田
昭一郎様、森本信一様、松本祐二様、地区ガバナーノ
ミニー池上正様のご臨席をいただきました。

　開会は、佐藤芳郎地区ガバナーの誘導により二人
の主賓の登壇に始まり、司会は塚本博視地区代表幹
事が務められ、「奉仕の理想」の斉唱にて始まりました。
　主催の佐藤芳郎地区ガバナーから国際協議会の先
輩としての体験から、6日間の研修は、RI テーマが基
本の研修で、とにかく、義務とは思わず、楽しく愉快に
研修を受けてくださいとアドバイスがあり、帰国後は、
第2690地区 地区ガバナーとして、活躍を期待します
と激励がありました。鳥居滋パストガバナーには、規
定審議会は、全世界のロータリークラブの最高決定機
関の大変重要な審議会ですので、健康に留意されて
任務を遂行してくださいと結ばれました。
　そして、伊藤文利パストガバナーが規定審議会の
SAAに就任されるとの報告があり、本日は、3人の壮
行会となりました。
　最も経験豊富な元RI 理事渡辺好政様からは、頭の
良くなる元気の出る飴を手渡され、健康に留意してと
の心温まる激励の言葉を述べられました。

庄司  尚史  地区ガバナーエレクト 国際協議会
鳥居　滋  2016年規定審議会地区代表議員 ご出席壮行会

第2690地区次期地区代表幹事　岡空  晴夫

守）そのものです。
　昨年の12月に「ロータリー研究会」が東京で催され、
ラビンドランRI会長のお話を聞くことができました。
会長はマザー・テレサと話す機会があり、慈悲の心を
持って献身的に奉仕する姿に打たれたと熱弁を振る
われました。アフガニスタンとパキスタンで身を挺し
てポリオ撲滅のために戦っているロータリアンを重ね
合わせて「Be a gift to the world」（世界へのプレゼン
トになろう）の2015-16年度テーマが生まれたと理解
しました。このテーマは日本語としては違和感があっ
たのですが、納得できました。ラビンドラン会長は
ロータリーの友で何回も説明していますが、お話を直
に伺うことができ幸運でした。
　私は「我以外皆我師」を今までの人生の指針として
きました。作家吉川英治が座右の銘としていた言葉

で、私の郷里の元庄屋の座敷に掲げられていました。
今まで科学・技術分野での人脈はありましたが皆同
質の人たちです。ロータリーは他に例を見ない異業
種交流の場であります。私の今までのロータリークラ
ブでの経験は、松本直前ガバナーのお話にありました
“ロータリーは儲かる、それは人で儲かる、友ができ、
増え、世界が広まる”が実践できた年月でありました。
これからもロータリーの多彩な経験を持つ会員の皆さ
まとのご交誼を楽しみにしております。
　一昨年来クラブ会長、ガバナー補佐、地区ガバナー
ノミニーとホップ・ステップ・ジャンプと飛び上がり
ました。無事ガバナーに着地したいと思います。
　佐藤地区ガバナー、パストガバナーの皆さまにはご
指導・ご鞭撻を、そして同期の直前ガバナー補佐の
皆さまにはご支援をよろしくお願いいたします。

　川田境港ロータリークラブ会長からは、庄司尚史地
区ガバナーエレクトの人柄を述べられ、誰でも庄司さ
んのためなら、一肌脱ごうとの気持ちになると言われ、
境港ロータリークラブ全員で支えて行くことを約束さ
れました。
　荒川岡山東ロータリークラブ会長は、鳥居滋パスト
ガバナーの壮行会の開催に対して御礼を述べられま
した。
　庄司尚史地区ガバナーエレクトは、今までお世話に
なった方に恩返しのつもりで、6日間全力で勉強して
来ますと本日の壮行会開催の御礼を述べられ、鳥居
滋パストガバナーは、一週間で何百協議事項の項目
を審議せねばならないので、役目を果たすために頑
張りますとの抱負を述べられました。

　佐藤芳郎地区ガバナー、庄司尚史地区ガバナーエ
レクト、鳥居滋パストガバナー、伊藤文利パストガバ
ナー、渡辺好政元RI 理事の皆さまで鏡開きを行い、
山本茂生パストガバナーの音頭で、乾杯をして、楽し
い祝宴に入りました。



　本年度から２月は標記の「平和と紛争予防／紛争
解決月間」とされました。日本では、あまり切実感のな
いテーマかもしれませんが、シリアの内乱で多くの
人々がヨーロッパへ逃れていることやパリ等でのテロ
事件や報復空爆、戒厳令等のニュースは毎日のように
耳に入ります。現在、世界では紛争や迫害で420万
人が難民となっていると言われていて、このような状
況の解決を目指してロータリーは、平和と紛争予防／紛
争解決のための研修・教育・実践を支援しています。
即ち、紛争予防と仲裁のためのリーダー研修・紛争
地域における平和構築の支援・平和と紛争予防／
紛争解決に関連した仕事を目指す専門職業人のため
の奨学金支援等をしています。ロータリー財団はより
具体的に、援助対象項目として、

•非暴力・平和構築・人権を支援するための地域社会
の活動

•地域社会のニーズとして紛争解決のためのワーク
ショップの企画

•紛争の心理的影響に取り組む活動の支援
•紛争回避のための予防策に取り組む活動の支援
•ギャング反対運動や民族・宗教の違いを乗り越える運

動･研修･キャンペーン
•過去に紛争を経験した当事者・関係者間のコミュニ

ケーションと仲裁
•上記の活動を支援する職業研修チーム（ＶＴＴ）
•平和と紛争予防／紛争解決を学ぶ大学院課程学生へ

の奨学金
を挙げています。
　最近このテーマでよく話題になるのが「ロータリー
平和フェローシップ」でしょう。世界の７カ所の大学に
はロータリーが支援している「ロータリー平和セン
ター」が設置されています。ロータリーは毎年、世界
中の候補者の中から各ロータリー平和センターで学
ぶフェローを最高100名選び、授業料と入学金、部

国際ロータリー第2690地区　ガバナー月信 国際ロータリー第2690地区　ガバナー月信

Governor’s Monthly Communication Vol.82 Governor’s Monthly Communication Vol.8 3

屋代、食事代、往復交通費、インターンシップ／実地
研修費に利用できる奨学金を15 ～ 24カ月支給（50
名まで）します。さらに平和・紛争解決経験者でスキ
ル向上を目指す社会人（50名まで）には、タイのチュ
ラロンコーン大学で３カ月の短期集中型プログラム参
加のための奨学金を支給します。
　日本の国際基督教大学に設置されているロータ
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民居住地で紛争解決や難民支援に逞しく尽力してい
ます。そして、その活動の様子を生々しく話してくれ
るのを聞くと、ロータリーが紛争予防や紛争解決に寄

与し、平和に貢献していることを実感させてくれます。
　皆さま方の周りでこのような紛争予防や紛争解決に
貢献されている方や、これからそれを目指そうとされ
る方がおられましたら、できる限りの直接的なご支援
をお願いしたいと思うと同時に、条件はありますが
ロータリー財団の補助金を使う支援の可能性をご検
討いただくようお願いしたいと思います。
　なお、併せて地区ガバナーとしてはロータリー財団
への浄財のご寄付もお願いしなくてはなりません。恒
久基金や年次寄付もお願いしておりますが、使途を指
定して「ロータリー平和センタ－」や「POLIO・PLUS」
活動に限定された寄付もできます。ぜひ、皆さま方の

「平和を願うお気持ち」をロータリー財団にお寄せくだ
さい。何とぞ、よろしくお願い申し上げます。

　本年度RI 第2690地区地区ガバナーノミニーを務
めさせていただきます。私の所属しております倉敷南
ロータリークラブにはガバナー 2人、佐藤パストガバ
ナー、武田パストガバナーがおられました。もうお亡く
なりになっていますが、私などは足元にも及ばない立
派なガバナーでした。３代目ではありませんが、3人
目はどうも…とならないよう一生懸命に努めたいと思
います。
　三題話のような題名ですが、この方々は私が触発を
受けたロータリアンの皆さまです。
　渡辺好政元RI 理事には私が倉敷南ロータリークラ
ブ会長の時にPETSでお会いし「奉仕を通じて平和を」
のご講演を聞きました。元理事はクラブの奉仕活動
について「木に例えれば、根はクラブ奉仕、幹は職業
奉仕、枝・葉が社会奉仕、国際奉仕、新世代奉仕な
どその他奉仕活動である、職業奉仕が中核・中心、
それと四つのテスト、意味するところは会社を存続さ
せること」と明解に説明されました。私はロータリーで

の経験があまりないままで会長をお受けしましたので、
まさに目から鱗が落ちた思いでした。PETSは、私に
とってまさにトレーニングセミナーでした。
　この「職業奉仕」は、しかし気がかりな表現でした。
他の奉仕活動はそのままの表示で意味が通りますが

「職業奉仕」だけはそうはいきません。私は「笑顔で
Service」を地区スローガンに掲げた松本直前ガバ
ナーの下でガバナー補佐を務めさせていただきました。
直前ガバナーが「奉仕」を「Service」と表示している
のは意味があることを「PETS」で説明しています。

「Vocational Service」が元の英語表現で、これはキリ
スト教文化を基準にしているということを説明されま
した。「Service」には広い意味があり、「実践・実行」が
適していると思い当たりました。キリスト教をベース
にしている「関西（くわんせい）学院大学」の卒業生の
方によりますと「Service」は実行・実践と教えられたと
いうことでした。職業奉仕と四つのテストの組み合わ
せはCSR（企業の社会的責任）とCompliance（法令遵

渡辺好政元 RⅠ理事、松本祐二直前ガバナー、
そしてK.R.ラビンドランRⅠ会長
地区ガバナーノミニー

池上　正 （倉敷南ロータリークラブ）
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が規定審議会に出席されるにあたり壮行会が佐藤芳
郎第2690地区ガバナー主催で次のとおり開催されま
した。

　＊日時／平成 27 年 12月13日（日）17：00 ～18：30
　＊場所／米子全日空ホテル

　山陰の冬の特徴である小雨の降る天候のなか、元
RI 理事渡辺好政様、パストガバナーの山本茂生様、
橋本譲様、森嵩正様、延原正様、伊藤文利様、森田
昭一郎様、森本信一様、松本祐二様、地区ガバナーノ
ミニー池上正様のご臨席をいただきました。

　開会は、佐藤芳郎地区ガバナーの誘導により二人
の主賓の登壇に始まり、司会は塚本博視地区代表幹
事が務められ、「奉仕の理想」の斉唱にて始まりました。
　主催の佐藤芳郎地区ガバナーから国際協議会の先
輩としての体験から、6日間の研修は、RI テーマが基
本の研修で、とにかく、義務とは思わず、楽しく愉快に
研修を受けてくださいとアドバイスがあり、帰国後は、
第2690地区 地区ガバナーとして、活躍を期待します
と激励がありました。鳥居滋パストガバナーには、規
定審議会は、全世界のロータリークラブの最高決定機
関の大変重要な審議会ですので、健康に留意されて
任務を遂行してくださいと結ばれました。
　そして、伊藤文利パストガバナーが規定審議会の
SAAに就任されるとの報告があり、本日は、3人の壮
行会となりました。
　最も経験豊富な元RI 理事渡辺好政様からは、頭の
良くなる元気の出る飴を手渡され、健康に留意してと
の心温まる激励の言葉を述べられました。

庄司  尚史  地区ガバナーエレクト 国際協議会
鳥居　滋  2016年規定審議会地区代表議員 ご出席壮行会

第2690地区次期地区代表幹事　岡空  晴夫

守）そのものです。
　昨年の12月に「ロータリー研究会」が東京で催され、
ラビンドランRI会長のお話を聞くことができました。
会長はマザー・テレサと話す機会があり、慈悲の心を
持って献身的に奉仕する姿に打たれたと熱弁を振る
われました。アフガニスタンとパキスタンで身を挺し
てポリオ撲滅のために戦っているロータリアンを重ね
合わせて「Be a gift to the world」（世界へのプレゼン
トになろう）の2015-16年度テーマが生まれたと理解
しました。このテーマは日本語としては違和感があっ
たのですが、納得できました。ラビンドラン会長は
ロータリーの友で何回も説明していますが、お話を直
に伺うことができ幸運でした。
　私は「我以外皆我師」を今までの人生の指針として
きました。作家吉川英治が座右の銘としていた言葉

で、私の郷里の元庄屋の座敷に掲げられていました。
今まで科学・技術分野での人脈はありましたが皆同
質の人たちです。ロータリーは他に例を見ない異業
種交流の場であります。私の今までのロータリークラ
ブでの経験は、松本直前ガバナーのお話にありました
“ロータリーは儲かる、それは人で儲かる、友ができ、
増え、世界が広まる”が実践できた年月でありました。
これからもロータリーの多彩な経験を持つ会員の皆さ
まとのご交誼を楽しみにしております。
　一昨年来クラブ会長、ガバナー補佐、地区ガバナー
ノミニーとホップ・ステップ・ジャンプと飛び上がり
ました。無事ガバナーに着地したいと思います。
　佐藤地区ガバナー、パストガバナーの皆さまにはご
指導・ご鞭撻を、そして同期の直前ガバナー補佐の
皆さまにはご支援をよろしくお願いいたします。

　川田境港ロータリークラブ会長からは、庄司尚史地
区ガバナーエレクトの人柄を述べられ、誰でも庄司さ
んのためなら、一肌脱ごうとの気持ちになると言われ、
境港ロータリークラブ全員で支えて行くことを約束さ
れました。
　荒川岡山東ロータリークラブ会長は、鳥居滋パスト
ガバナーの壮行会の開催に対して御礼を述べられま
した。
　庄司尚史地区ガバナーエレクトは、今までお世話に
なった方に恩返しのつもりで、6日間全力で勉強して
来ますと本日の壮行会開催の御礼を述べられ、鳥居
滋パストガバナーは、一週間で何百協議事項の項目
を審議せねばならないので、役目を果たすために頑
張りますとの抱負を述べられました。

　佐藤芳郎地区ガバナー、庄司尚史地区ガバナーエ
レクト、鳥居滋パストガバナー、伊藤文利パストガバ
ナー、渡辺好政元RI 理事の皆さまで鏡開きを行い、
山本茂生パストガバナーの音頭で、乾杯をして、楽し
い祝宴に入りました。
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　開会は、佐藤芳郎地区ガバナーの誘導により二人
の主賓の登壇に始まり、司会は塚本博視地区代表幹
事が務められ、「奉仕の理想」の斉唱にて始まりました。
　主催の佐藤芳郎地区ガバナーから国際協議会の先
輩としての体験から、6日間の研修は、RI テーマが基
本の研修で、とにかく、義務とは思わず、楽しく愉快に
研修を受けてくださいとアドバイスがあり、帰国後は、
第2690地区 地区ガバナーとして、活躍を期待します
と激励がありました。鳥居滋パストガバナーには、規
定審議会は、全世界のロータリークラブの最高決定機
関の大変重要な審議会ですので、健康に留意されて
任務を遂行してくださいと結ばれました。
　そして、伊藤文利パストガバナーが規定審議会の
SAAに就任されるとの報告があり、本日は、3人の壮
行会となりました。
　最も経験豊富な元RI 理事渡辺好政様からは、頭の
良くなる元気の出る飴を手渡され、健康に留意してと
の心温まる激励の言葉を述べられました。

　去る11月7日（土）メルパルクOKAYAMAにて当ク
ラブ創立40周年記念式典、祝賀会を開催させていた
だきました。岡山備南ロータリークラブは、早いもので
10月21日に、創立40周年を迎えることができました。
　佐藤地区ガバナー、塚本地区代表幹事そしてガバ
ナー補佐小林様、パストガバナーの来賓方々および県
南17ロータリークラブの会長・幹事様、そして当クラ
ブがスポンサーとして創立しました倉敷瀬戸内ロータ
リークラブ会員の皆さまにも、当日は、ご多忙の中ご
臨席いただき、無事式典を終えることができました。
　また海外姉妹クラブである、中華民国 第3460地
区 台中東区扶輪社から多くの会員ならびにご夫人ご
家族の29名の皆さまにご出席をいただきました。
　当クラブは、1975年（昭和50年）10月21日に岡
山西南ロータリークラブのスポンサーにより、国際
ロータリーに加盟承認され40周年を迎えることがで
きましたことは、各ロータリアン皆さまのご協力のたま
ものと深く感謝をいたします。
　31年間姉妹縁組の台中東区扶輪社の皆さまをお
迎えし、まさに国際交流の花が咲き、総勢130余名の
ご出席のもと開催できましたことは誠に感慨深いもの
です。

　記念事業として、岡山市半田山植物園に樹木銘板
10基を寄贈し、日本ボーイスカウト岡山連盟にはテ
ント3張り他を寄付させていただきました。
　倉敷瀬戸内ロータリークラブ友情演奏の中、会員の
皆さまも聞きなれた曲に耳を傾けていいただき、祝賀
会も幕を閉じることができました。
　本年度40周年の記念テーマは、“Together”です。
40周年を節目といたしまして、会員が一緒になってあ
らゆる奉仕と親睦を深め、45周年に向かってゆく決意
であります。
　創立40周年式典にあたり、会員相互、会員ご家族
との絆を一層強くし、地域でまた世界人々のあらゆる
奉仕に取り組んでまいる所存でございます。
　ここに決意を新たに、一層の努力を重ねてまいりま
す ので、引
き続き岡山
備南ロータ
リークラブ
へのご指導
とご鞭撻を
お願いいた
します。

岡山備南RC創立40周年記念式典を終えて
会長

黒﨑  政彦

地区米山学友会10周年記念祝賀会～感謝を込めて
地区米山学友会会長

河　智弘

平成27年度 島根県インターアクト指導者講習会を終えて
江津 RC 奉仕プロジェクト委員長

和木田  登

　川田境港ロータリークラブ会長からは、庄司尚史地
区ガバナーエレクトの人柄を述べられ、誰でも庄司さ
んのためなら、一肌脱ごうとの気持ちになると言われ、
境港ロータリークラブ全員で支えて行くことを約束さ
れました。
　荒川岡山東ロータリークラブ会長は、鳥居滋パスト
ガバナーの壮行会の開催に対して御礼を述べられま
した。
　庄司尚史地区ガバナーエレクトは、今までお世話に
なった方に恩返しのつもりで、6日間全力で勉強して
来ますと本日の壮行会開催の御礼を述べられ、鳥居
滋パストガバナーは、一週間で何百協議事項の項目
を審議せねばならないので、役目を果たすために頑
張りますとの抱負を述べられました。

　佐藤芳郎地区ガバナー、庄司尚史地区ガバナーエ
レクト、鳥居滋パストガバナー、伊藤文利パストガバ
ナー、渡辺好政元RI 理事の皆さまで鏡開きを行い、
山本茂生パストガバナーの音頭で、乾杯をして、楽し
い祝宴に入りました。

ハ　　　　　チ　 ホン

　2015年11月28日、岡山国際ホテルで地区米山
学友会10周年記念祝賀会が開催されました。祝賀
会の参加者は、佐藤芳郎地区ガバナーをはじめ、米
山記念奨学会評議員で米山学友会設立年度の10年
前の地区ガバナー延原正様、同じく10年前の地区代
表幹事貴田茂様、公益財団法人ロータリー米山記念
奨学会の学務・学友担当武本泰子様、地区米山記念
奨学会委員長安井英規様を迎え、現役米山奨学生3
名、米山学友８名が参加されました。
　まず、佐藤地区ガバナーが10年前の米山学友会の
設立同時のお話をしてくださって、米山学友は自分の
国と日本との架け橋になるようにと話されました。
　また、生みの親である延原評議員は、10年前の設
立に当たってご尽力くださった方々のお話やこのよう
なご縁をこれからも大切にしていくことを話されました。
　この祝賀会には設立当時の学友がいなかったため、
初めて聞く話ばかりで多くのロータリアンに支えられて

の10年だったと感謝の気持ちでいっぱいでした。
　そして米山学友ルクマリさんがスリランカ民族舞踊
を披露してくれました。力強く華麗なステップと動き
に魅了されました。
　最後に一人ひとりのスピーチの中で私たち学友の
テーマは、「恩返し」と「感謝」でした。学友会にとって
この10年という節目にもう一度、学友としての自己成
長とともに恩返しができるように与えられた立場で架
け橋として社会に貢献していきたいと思いました。

　昨年度の国際ロータリー第2690地区第38回イン
ターアクト地区大会を終え、今年度は島根県インター
アクト指導者講習会を島根県立少年自然の家で開催
することになり、ホスト校の石見智翠館学校インター
アクトクラブの皆さんの取り組みならびに、多くの関係
者の皆さんのご協力に心より感謝申し上げます。
　この指導者講習会の開催の意義は、指導者として
の技能と積極的な行動力を習得し奉仕と国際理解に
貢献する世界的友好精神を醸成することであり、イン
ターアクターはそれぞれ指導者としてその重要性につ
いて多くを学んだことと確信しています。
　開会式には、開催地を代表し藤田和雄江津市副市
長から「有意義な交流を」との歓迎のあいさつをいた
だきました。ホストクラブとして江津ロータリークラブ
高田圭介会長から「指導者としての心構えの大切さを

学んでほしい」とお話しがありました。
　来賓の、国際ロータリー第2690地区第５グループ
高橋和男ガバナー補佐より「インターアクターとしての
活動の在り方についてしっかり学んでもいただきた
い」との励ましの祝辞をいただき、また開催校の石見
智翠館高等学校土佐泰司教頭より「社会人として、心
豊かな人として成長を期待している」とのあいさつを
受 け、厳 粛
に且つ高校
生らしく節
度を持った
開会式であ
りました。
　体験学習
①では、しま

ね海洋館でシロイルカのパフォーマンスとバックヤー
ドでのシロイルカの訓練風景を通じ海獣でありながら
知能の高い様子が感じられました。
　体験学習②では、江津市教育委員会外国語指導助
手のメリッサ・ハントリー先生の異文化交流を求めて
さまざまな国を訪問し、世界の平和について感じられ
たことを学びました。
　交流会では、同年代の高校生として、インターアク
ト活動について、明るく楽しく交流がなされました。
　2日目の班別会議は、各クラブの年間活動の発表と

意見交換会を行い、より深いクラブ活動の実践につい
て学びました。
　また、日頃の活動の規範となっている定款について、
和原勝博インターアクト地区委員よりインターアクト
要覧（要覧版）で説明を受け、その活動の大切さをより
深く理解することができたことと感じました。
　これからもインターアクトとして確かな歩みの中で多
くを学び、地道な活動を誓い、会を終了いたしました。
　最後に、島根県インターアクトクラブのますますの
発展と活動をご祈念し報告とさせていただきます。
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　第 2690
地区庄司尚
史ガバナー
エレクトが
国際協議会、
鳥居滋パス
トガバナー

が規定審議会に出席されるにあたり壮行会が佐藤芳
郎第2690地区ガバナー主催で次のとおり開催されま
した。

　＊日時／平成 27 年 12月13日（日）17：00 ～18：30
　＊場所／米子全日空ホテル

　山陰の冬の特徴である小雨の降る天候のなか、元
RI 理事渡辺好政様、パストガバナーの山本茂生様、
橋本譲様、森嵩正様、延原正様、伊藤文利様、森田
昭一郎様、森本信一様、松本祐二様、地区ガバナーノ
ミニー池上正様のご臨席をいただきました。

　開会は、佐藤芳郎地区ガバナーの誘導により二人
の主賓の登壇に始まり、司会は塚本博視地区代表幹
事が務められ、「奉仕の理想」の斉唱にて始まりました。
　主催の佐藤芳郎地区ガバナーから国際協議会の先
輩としての体験から、6日間の研修は、RI テーマが基
本の研修で、とにかく、義務とは思わず、楽しく愉快に
研修を受けてくださいとアドバイスがあり、帰国後は、
第2690地区 地区ガバナーとして、活躍を期待します
と激励がありました。鳥居滋パストガバナーには、規
定審議会は、全世界のロータリークラブの最高決定機
関の大変重要な審議会ですので、健康に留意されて
任務を遂行してくださいと結ばれました。
　そして、伊藤文利パストガバナーが規定審議会の
SAAに就任されるとの報告があり、本日は、3人の壮
行会となりました。
　最も経験豊富な元RI 理事渡辺好政様からは、頭の
良くなる元気の出る飴を手渡され、健康に留意してと
の心温まる激励の言葉を述べられました。

　去る11月7日（土）メルパルクOKAYAMAにて当ク
ラブ創立40周年記念式典、祝賀会を開催させていた
だきました。岡山備南ロータリークラブは、早いもので
10月21日に、創立40周年を迎えることができました。
　佐藤地区ガバナー、塚本地区代表幹事そしてガバ
ナー補佐小林様、パストガバナーの来賓方々および県
南17ロータリークラブの会長・幹事様、そして当クラ
ブがスポンサーとして創立しました倉敷瀬戸内ロータ
リークラブ会員の皆さまにも、当日は、ご多忙の中ご
臨席いただき、無事式典を終えることができました。
　また海外姉妹クラブである、中華民国 第3460地
区 台中東区扶輪社から多くの会員ならびにご夫人ご
家族の29名の皆さまにご出席をいただきました。
　当クラブは、1975年（昭和50年）10月21日に岡
山西南ロータリークラブのスポンサーにより、国際
ロータリーに加盟承認され40周年を迎えることがで
きましたことは、各ロータリアン皆さまのご協力のたま
ものと深く感謝をいたします。
　31年間姉妹縁組の台中東区扶輪社の皆さまをお
迎えし、まさに国際交流の花が咲き、総勢130余名の
ご出席のもと開催できましたことは誠に感慨深いもの
です。

　記念事業として、岡山市半田山植物園に樹木銘板
10基を寄贈し、日本ボーイスカウト岡山連盟にはテ
ント3張り他を寄付させていただきました。
　倉敷瀬戸内ロータリークラブ友情演奏の中、会員の
皆さまも聞きなれた曲に耳を傾けていいただき、祝賀
会も幕を閉じることができました。
　本年度40周年の記念テーマは、“Together”です。
40周年を節目といたしまして、会員が一緒になってあ
らゆる奉仕と親睦を深め、45周年に向かってゆく決意
であります。
　創立40周年式典にあたり、会員相互、会員ご家族
との絆を一層強くし、地域でまた世界人々のあらゆる
奉仕に取り組んでまいる所存でございます。
　ここに決意を新たに、一層の努力を重ねてまいりま
す ので、引
き続き岡山
備南ロータ
リークラブ
へのご指導
とご鞭撻を
お願いいた
します。

岡山備南RC創立40周年記念式典を終えて
会長

黒﨑  政彦

地区米山学友会10周年記念祝賀会～感謝を込めて
地区米山学友会会長

河　智弘

平成27年度 島根県インターアクト指導者講習会を終えて
江津 RC 奉仕プロジェクト委員長

和木田  登

　川田境港ロータリークラブ会長からは、庄司尚史地
区ガバナーエレクトの人柄を述べられ、誰でも庄司さ
んのためなら、一肌脱ごうとの気持ちになると言われ、
境港ロータリークラブ全員で支えて行くことを約束さ
れました。
　荒川岡山東ロータリークラブ会長は、鳥居滋パスト
ガバナーの壮行会の開催に対して御礼を述べられま
した。
　庄司尚史地区ガバナーエレクトは、今までお世話に
なった方に恩返しのつもりで、6日間全力で勉強して
来ますと本日の壮行会開催の御礼を述べられ、鳥居
滋パストガバナーは、一週間で何百協議事項の項目
を審議せねばならないので、役目を果たすために頑
張りますとの抱負を述べられました。

　佐藤芳郎地区ガバナー、庄司尚史地区ガバナーエ
レクト、鳥居滋パストガバナー、伊藤文利パストガバ
ナー、渡辺好政元RI 理事の皆さまで鏡開きを行い、
山本茂生パストガバナーの音頭で、乾杯をして、楽し
い祝宴に入りました。

ハ　　　　　チ　 ホン

　2015年11月28日、岡山国際ホテルで地区米山
学友会10周年記念祝賀会が開催されました。祝賀
会の参加者は、佐藤芳郎地区ガバナーをはじめ、米
山記念奨学会評議員で米山学友会設立年度の10年
前の地区ガバナー延原正様、同じく10年前の地区代
表幹事貴田茂様、公益財団法人ロータリー米山記念
奨学会の学務・学友担当武本泰子様、地区米山記念
奨学会委員長安井英規様を迎え、現役米山奨学生3
名、米山学友８名が参加されました。
　まず、佐藤地区ガバナーが10年前の米山学友会の
設立同時のお話をしてくださって、米山学友は自分の
国と日本との架け橋になるようにと話されました。
　また、生みの親である延原評議員は、10年前の設
立に当たってご尽力くださった方々のお話やこのよう
なご縁をこれからも大切にしていくことを話されました。
　この祝賀会には設立当時の学友がいなかったため、
初めて聞く話ばかりで多くのロータリアンに支えられて

の10年だったと感謝の気持ちでいっぱいでした。
　そして米山学友ルクマリさんがスリランカ民族舞踊
を披露してくれました。力強く華麗なステップと動き
に魅了されました。
　最後に一人ひとりのスピーチの中で私たち学友の
テーマは、「恩返し」と「感謝」でした。学友会にとって
この10年という節目にもう一度、学友としての自己成
長とともに恩返しができるように与えられた立場で架
け橋として社会に貢献していきたいと思いました。

　昨年度の国際ロータリー第2690地区第38回イン
ターアクト地区大会を終え、今年度は島根県インター
アクト指導者講習会を島根県立少年自然の家で開催
することになり、ホスト校の石見智翠館学校インター
アクトクラブの皆さんの取り組みならびに、多くの関係
者の皆さんのご協力に心より感謝申し上げます。
　この指導者講習会の開催の意義は、指導者として
の技能と積極的な行動力を習得し奉仕と国際理解に
貢献する世界的友好精神を醸成することであり、イン
ターアクターはそれぞれ指導者としてその重要性につ
いて多くを学んだことと確信しています。
　開会式には、開催地を代表し藤田和雄江津市副市
長から「有意義な交流を」との歓迎のあいさつをいた
だきました。ホストクラブとして江津ロータリークラブ
高田圭介会長から「指導者としての心構えの大切さを

学んでほしい」とお話しがありました。
　来賓の、国際ロータリー第2690地区第５グループ
高橋和男ガバナー補佐より「インターアクターとしての
活動の在り方についてしっかり学んでもいただきた
い」との励ましの祝辞をいただき、また開催校の石見
智翠館高等学校土佐泰司教頭より「社会人として、心
豊かな人として成長を期待している」とのあいさつを
受 け、厳 粛
に且つ高校
生らしく節
度を持った
開会式であ
りました。
　体験学習
①では、しま

ね海洋館でシロイルカのパフォーマンスとバックヤー
ドでのシロイルカの訓練風景を通じ海獣でありながら
知能の高い様子が感じられました。
　体験学習②では、江津市教育委員会外国語指導助
手のメリッサ・ハントリー先生の異文化交流を求めて
さまざまな国を訪問し、世界の平和について感じられ
たことを学びました。
　交流会では、同年代の高校生として、インターアク
ト活動について、明るく楽しく交流がなされました。
　2日目の班別会議は、各クラブの年間活動の発表と

意見交換会を行い、より深いクラブ活動の実践につい
て学びました。
　また、日頃の活動の規範となっている定款について、
和原勝博インターアクト地区委員よりインターアクト
要覧（要覧版）で説明を受け、その活動の大切さをより
深く理解することができたことと感じました。
　これからもインターアクトとして確かな歩みの中で多
くを学び、地道な活動を誓い、会を終了いたしました。
　最後に、島根県インターアクトクラブのますますの
発展と活動をご祈念し報告とさせていただきます。
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　2017-18年度RI会長として、イアン H.S. ライズ
リー氏（サンドリンガム・ロータリークラブ、オースト
ラリア）がRI 会長指名委員会により選出され、10月
1日をもって、ライズリー氏が正式に会長ノミニーと
なりました。
　ライズリー氏は、「ロータリーの未来には、企業や
他団体とのパートナーシップが重要」だと話します。
　「ロータリーがプログラムや人材を備え、外部組
織はそのほかのリソースを持っています。“世界でよ
いこと”をするという目標は、誰にとっても同じです。
ポリオ撲滅活動が、将来のパートナーシップのため
のロータリーの認知度を極限まで高めたことを学ば
なければなりません」
　会計士であるライズリー氏は、オーストラリア国
内外の企業会計を専門とするIan Riseley and Co.
の社長を務め、国際関係に強い関心を寄せていま
す。2002年には東チモールでの活動を称えられ、
オ ー ストラリア 政 府 より「AusAID Peacebuilder 
Award」を受賞。2006年にはオーストラリアの地域
社会への貢献が認められて、オーストラリア勲章を
受章しました。

　「各 国 政 府は、ロータ
リーを善き市民団体の代
表的存在と見ています。
ポリオ撲滅活動でアドボ
カシー活動を行ってきた
ように、平和と紛争解決
の分野でも政府への働き
かけを行うべきです」とラ
イズリー氏は述べます。
　1978年にロータリークラブに入会して以来、財
務長、理事、管理委員、RI理事会執行委員、タスク
フォースメンバー、各種委員会の委員と委員長、地
区ガバナーを歴任しました。オーストラリアでのポ
リオ撲滅活動「Australian Polio Eradication Private 
Sector Campaign」の元メンバーであり、「ロータリー
財団 ポリオのない世界のための奉仕賞」を受賞しま
した。ジュリエット夫人とともに、ポール・ハリス・
フェロー、メジャードナー、遺贈友の会会員となって
います。
　RI 会長指名委員会には、黒田正宏氏が出席しま
した。

2017-18年度RI会長にイアンH.S.ライズリー氏

　昨年度の国際ロータリー第2690地区第38回イン
ターアクト地区大会を終え、今年度は島根県インター
アクト指導者講習会を島根県立少年自然の家で開催
することになり、ホスト校の石見智翠館学校インター
アクトクラブの皆さんの取り組みならびに、多くの関係
者の皆さんのご協力に心より感謝申し上げます。
　この指導者講習会の開催の意義は、指導者として
の技能と積極的な行動力を習得し奉仕と国際理解に
貢献する世界的友好精神を醸成することであり、イン
ターアクターはそれぞれ指導者としてその重要性につ
いて多くを学んだことと確信しています。
　開会式には、開催地を代表し藤田和雄江津市副市
長から「有意義な交流を」との歓迎のあいさつをいた
だきました。ホストクラブとして江津ロータリークラブ
高田圭介会長から「指導者としての心構えの大切さを

学んでほしい」とお話しがありました。
　来賓の、国際ロータリー第2690地区第５グループ
高橋和男ガバナー補佐より「インターアクターとしての
活動の在り方についてしっかり学んでもいただきた
い」との励ましの祝辞をいただき、また開催校の石見
智翠館高等学校土佐泰司教頭より「社会人として、心
豊かな人として成長を期待している」とのあいさつを
受 け、厳 粛
に且つ高校
生らしく節
度を持った
開会式であ
りました。
　体験学習
①では、しま

鳥取県インターアクト指導者講習会
米子東 R Cインターアクト委員会リーダー

笠尾  幸広
　11月14日土曜日に鳥取県インターアクト指導者講
習会を米子コンベンションセンターにて開催しました。
杵村優一郎第2グループガバナー補佐をはじめ、総
勢35名のインターアクター、ロータリアン、顧問教師
が会場の米子コンベンションセンターに集まりました。
　午前は鳥取大学名誉教授の筏津成一先生による

「異文化を考える、異文化と語りあう」という題の講演
でした。「異なる文化をもつ人々はものの見方も異なる。
英語が世界のどこでも通用するわけではないが英語
は役に立つ。」といったことを具体例に挙げながら話し
ていただきました。高校生3名にロータリアンと教師
が加わった5名の班をつくり講演を聞き、グループ
ワークを行いました。グループごとでは日頃の外国人
との接触について話したり、ある国についてのイメー
ジを固定観念と偏見に分けて考えたりしました。高校
生たちはロータリアンからアドバイスをいただきなが
ら、一生懸命に考えていました。

　午後はジュエリーアーティストの川和真紀先生によ
るワークショップ「マキマキアクセサリーを作ろう！」でし
た。細長く切った布を巻いてアクセサリーを作るのです
が、午前の大人の顔とは打って変わってロータリーのメ
ンバーのほうが夢中になって作成しているようでした。
それぞれの個性を反映した作品ができあがりました。
　CD が壊れてしまいアカペラでインターアクトソン
グを歌うという予想外の始まりでしたが、充実した時
間を過ごすことができました。参加者の皆さま、支え
てくださった皆さまに感謝いたします。

岡山県インターアクト指導者講習会
倉敷 R Cインターアクト委員長

三宅  正記
　第39回インターアクトクラブ岡山県指導者講習会
は11月23日おかやま西川原プラザで開催されました。
　藤原ガバナー補佐をお迎えし、高校生120人、顧
問教師とロータリアンを含めると150人超える参加を

いただき盛大に開催されました。心から感謝申し上げ
ます。
　午前中の記念講演は、社会福祉法人博愛会更井哲
夫理事長より、「愛の働きについて」のお話をいただき

ね海洋館でシロイルカのパフォーマンスとバックヤー
ドでのシロイルカの訓練風景を通じ海獣でありながら
知能の高い様子が感じられました。
　体験学習②では、江津市教育委員会外国語指導助
手のメリッサ・ハントリー先生の異文化交流を求めて
さまざまな国を訪問し、世界の平和について感じられ
たことを学びました。
　交流会では、同年代の高校生として、インターアク
ト活動について、明るく楽しく交流がなされました。
　2日目の班別会議は、各クラブの年間活動の発表と

意見交換会を行い、より深いクラブ活動の実践につい
て学びました。
　また、日頃の活動の規範となっている定款について、
和原勝博インターアクト地区委員よりインターアクト
要覧（要覧版）で説明を受け、その活動の大切さをより
深く理解することができたことと感じました。
　これからもインターアクトとして確かな歩みの中で多
くを学び、地道な活動を誓い、会を終了いたしました。
　最後に、島根県インターアクトクラブのますますの
発展と活動をご祈念し報告とさせていただきます。

ました。抜粋しますと、明治24年に米国宣教師アダム
ス先生が岡山に来られ、当時の岡山の貧困と病気が
蔓延する地区を目の当たりにしました。それを何とか
すべく、まさに身命を賭した活動を展開していきました。
博愛会と名付けたさまざまな学校を作り、無料の診療
所を作りました。その活動の根底にあったのは、聖書
にある「全ての人を愛する神の愛」ラビング・オールで
す。この話を聞いた高校生は、普段ボランティア活動
に従事してますが、これほどまで他人のために尽くした
人が、この岡山の地に居たと感銘を受けてました。
　午後から講演を下に、ボランティア活動についての
班別会議を開催しました。今までの活動とその上での
喜びや問題・課題について、今後の活動について活

発な意見交換が行われました。初めて会った人も多い
中、僅かな時間で心を通わせ打ち解けあいさまざまな
ことを考え意見を交わす。そして意見をまとめ、これか
らの指針を作り出したことは素晴らしかったです。
　最後に、今講習会開催に当たり、大変なご協力を
いただきました関係各位に心から御礼申し上げます。
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　2017-18年度RI会長として、イアン H.S. ライズ
リー氏（サンドリンガム・ロータリークラブ、オースト
ラリア）がRI 会長指名委員会により選出され、10月
1日をもって、ライズリー氏が正式に会長ノミニーと
なりました。
　ライズリー氏は、「ロータリーの未来には、企業や
他団体とのパートナーシップが重要」だと話します。
　「ロータリーがプログラムや人材を備え、外部組
織はそのほかのリソースを持っています。“世界でよ
いこと”をするという目標は、誰にとっても同じです。
ポリオ撲滅活動が、将来のパートナーシップのため
のロータリーの認知度を極限まで高めたことを学ば
なければなりません」
　会計士であるライズリー氏は、オーストラリア国
内外の企業会計を専門とするIan Riseley and Co.
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オ ー ストラリア 政 府 より「AusAID Peacebuilder 
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ポリオ撲滅活動でアドボ
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2017-18年度RI会長にイアンH.S.ライズリー氏
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者の皆さんのご協力に心より感謝申し上げます。
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笠尾  幸広
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との接触について話したり、ある国についてのイメー
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　これからもインターアクトとして確かな歩みの中で多
くを学び、地道な活動を誓い、会を終了いたしました。
　最後に、島根県インターアクトクラブのますますの
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す。この話を聞いた高校生は、普段ボランティア活動
に従事してますが、これほどまで他人のために尽くした
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ことを考え意見を交わす。そして意見をまとめ、これか
らの指針を作り出したことは素晴らしかったです。
　最後に、今講習会開催に当たり、大変なご協力を
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　毎年、年次基金、ポリオ、承認済みのロータリー財団補助金に毎年1,000ドル以上自ら寄付することを選んだ寄付
者を公式に認証するものである。
　ポール・ハリス・ソサエティへの寄付は、ポール・ハリス・フェロー、マルチプル・ポール・ハリス・フェロー、
大口寄付者、アーチ・クランフ・ソサエティの認証の対象となる。　　　　（ロータリー情報ハンドブック2014より）

※Ｒ財団が管理している入会日を基にしております。
　☆印は 2013 年 6月30日以前に入会されておりますが、7月1日入会扱いになっている方です。

ポール・ハリス・ソサエティに入会お願いいたします。

ポ ー ル ・ ハリス ・ フェロ ー

池田純士
井原RC

2

河合恭廣
井原RC

藤井良昭
井原RC

千々木弘道
井原RC

青木　茂
井原RC

山本祥二
出雲南RC

播間和雄
米子中央RC

橋本晴人
米子中央RC

1

2

1 4

2 3

3

川井眞治
井原RC

3

片山辰彦
井原RC

2

木村容治
岡山RC

2

原    浩平
井原RC

3

能地茂男
益田西RC

松本浩二
益田西RC

藤原博明
益田西RC

5 4 3

田儀政司
益田西RC

7

高橋伴典
益田西RC

1

勝部　亮
松江東RC

柿丸　薫
松江東RC

井上　悟
松江東RC

2 1

原田裕巳
松江東RC

秋月廣施
松江東RC

3

3 1

松嶋永治
松江東RC

1

黒住陽一
岡山東RC

1

物部宏太郎
松江東RC

32

作野美樹
松江東RC

1

森本允裕
井原RC

久津間茂明
井原RC

黒木立志
井原RC

小塚一史
井原RC

3 2 2 3

妹尾孝一
井原RC

佐藤政夫
井原RC

岡崎道三
井原RC

小田春人
井原RC

森谷    彰
井原RC

3 3 3

3 4

佐藤利範
井原RC

2

筒井慎一
井原RC

坪井博行
井原RC

田中弘治
井原RC

瀧本    博
井原RC

3 2 2 3

井上峰一
倉敷RC

田口太馬男
津山中央

矢吹賢一
総社RC

蘆田正憲
総社RC

筒井保太
井原RC

3 4 2

36

森定慈誠
津山西RC

5

由良眞言
岡山後楽園RC

丸山夏樹
岡山後楽園RC

5 6

新会員のご紹介

渡辺英気
倉敷南RC

香西恭子
倉敷中央RC

石本　郁
松江東RC

杁江利光
米子RC

今村憲治
倉吉東RC

地 区 だ より【2015年�月】

ロータリー財団への寄付
ポリオ ･ プ ラス へ の 寄 付

中村淳一
岡山後楽園RC

小山幹雄
岡山後楽園RC

松本勝治郎
倉敷RC

遠藤充子
出雲RC

5 9 9 6

ポ ー ル ・ ハリス ・ フェロ ー

松本　毅
出雲南RC

梶谷健一
松江南RC

植田　昭
米子東RC

坂根　徹
鳥取北RC

2

浅中　誠
米子中央RC

1 2

1 1

クラブポリオプラス寄付
1,250.00 ドル

500.00 ドル
米子南RC
松江しんじ湖RC

942.52 ドル
83.33 ドル

出雲RC
益田RC

1,402.88 ドル
896.36 ドル

益田西RC
井原RC

79.58 ドル倉敷南RC

日時：2015年10月3日（土）11：00～12：00
会場：ANAクラウンプラザホテル岡山 1F 花葉の間

〈協議事項〉
2016-17年度ＲＩ理事ノミニー指名委員会委員と補欠委員は、佐藤芳郎地区ガバナーを指名委員会委員、松本祐
二直前ガバナーを補欠委員に決定しました。

〈報告事項〉
１．地区ガバナー事務所より報告
　①信任状委員会・選挙管理委員会・大会決議委員会について  ②地区世界社会奉仕事業(ネパール支援活動)
について  ③2015-16年度 第2690地区組織図について  ④行事予定について  ⑤地区大会について  ⑥その他
２．地区ロータリー財団事務所より報告
３．庄司尚史 地区ガバナーエレクト事務所より報告

日時：2015年10月3日（土）10：30～12：00
会場：岡山コンベンションセンター　201号室

第２回 諮問委員会報告

第２回 ガバナー補佐会報告
〈報告事項〉
①2016 年ソウル国際大会登録について　②信任状委員会・選挙管理委員会・大会決議委員会について　
③2015-16年度 第2690地区組織図について　④地区大会について　⑤行事予定について　⑥その他

ロータリー財団への寄付

居森正而
岡山後楽園RC

ベネファクター

秋山義信
岡山後楽園RC

齋藤寿章
益田西RC

藤岡千秋
岡山東RC

大口寄付者

3

末吉周平
岡山西南RC

5

安永幸賢
岡山西南RC

5

黒川善和
岡山備南RC

3

グループ クラブ名 2013-14 年度 2014-15 年度 2015-16 年度
1 倉吉 　伊藤　文利 小林　健治
2 境港 庄司　尚史

5
益田西 　松本　祐二 須山　羚治
大田 　永野　雅博

6
井原 　田中　勝人
高梁 仲田　永造 藤本　誠司

7

児島 ☆渡辺　好政

倉敷

☆橋本　　譲 ☆星島和一郎 櫛田　修平 松本勝治郎 秋山　進彦
　平木　章夫 　相田　俊夫 長谷川　修 浅野　泰司
　佐藤　　理 　内田耕太郎 森田昭一郎 佐藤　　淳
　井上　峰一 　大久保憲作 原　　浩之

倉敷中央 　道明　道弘
倉敷東 藤　　雅子
倉敷南 ☆白髪　克也 桐野　宏司 原　　真章
倉敷水島 近藤　修六

9
岡山東

世良　　仁 日名　一誠 諸国眞太郎
内山　　淳

岡山北西 　高橋　峯男
岡山後楽園 　中村　淳一 小山　幹雄

10
岡山南 　延原　　正 　佐藤　芳郎 伊澤　正信 黒瀬　敦美 大和　豊子 塚本　博視
玉野 槌田　正則 三宅　一昌

11 岡山西南 　浅野　敏美 　井村　　誠 嘉村　智美 野口　治代

12 月 8 日現在入会者
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佐藤政夫
井原RC

岡崎道三
井原RC

小田春人
井原RC

森谷    彰
井原RC

3 3 3

3 4

佐藤利範
井原RC

2

筒井慎一
井原RC

坪井博行
井原RC

田中弘治
井原RC

瀧本    博
井原RC

3 2 2 3

井上峰一
倉敷RC

田口太馬男
津山中央

矢吹賢一
総社RC

蘆田正憲
総社RC

筒井保太
井原RC

3 4 2

36

森定慈誠
津山西RC

5

由良眞言
岡山後楽園RC

丸山夏樹
岡山後楽園RC

5 6

新会員のご紹介

渡辺英気
倉敷南RC

香西恭子
倉敷中央RC

石本　郁
松江東RC

杁江利光
米子RC

今村憲治
倉吉東RC

地 区 だ より【2015年�月】

ロータリー財団への寄付
ポリオ ･ プ ラス へ の 寄 付

中村淳一
岡山後楽園RC

小山幹雄
岡山後楽園RC

松本勝治郎
倉敷RC

遠藤充子
出雲RC

5 9 9 6

ポ ー ル ・ ハリス ・ フェロ ー

松本　毅
出雲南RC

梶谷健一
松江南RC

植田　昭
米子東RC

坂根　徹
鳥取北RC

2

浅中　誠
米子中央RC

1 2

1 1

クラブポリオプラス寄付
1,250.00 ドル

500.00 ドル
米子南RC
松江しんじ湖RC

942.52 ドル
83.33 ドル

出雲RC
益田RC

1,402.88 ドル
896.36 ドル

益田西RC
井原RC

79.58 ドル倉敷南RC

日時：2015年10月3日（土）11：00～12：00
会場：ANAクラウンプラザホテル岡山 1F 花葉の間

〈協議事項〉
2016-17年度ＲＩ理事ノミニー指名委員会委員と補欠委員は、佐藤芳郎地区ガバナーを指名委員会委員、松本祐
二直前ガバナーを補欠委員に決定しました。

〈報告事項〉
１．地区ガバナー事務所より報告
　①信任状委員会・選挙管理委員会・大会決議委員会について  ②地区世界社会奉仕事業(ネパール支援活動)
について  ③2015-16年度 第2690地区組織図について  ④行事予定について  ⑤地区大会について  ⑥その他
２．地区ロータリー財団事務所より報告
３．庄司尚史 地区ガバナーエレクト事務所より報告

日時：2015年10月3日（土）10：30～12：00
会場：岡山コンベンションセンター　201号室

第２回 諮問委員会報告

第２回 ガバナー補佐会報告
〈報告事項〉
①2016 年ソウル国際大会登録について　②信任状委員会・選挙管理委員会・大会決議委員会について　
③2015-16年度 第2690地区組織図について　④地区大会について　⑤行事予定について　⑥その他

ロータリー財団への寄付

居森正而
岡山後楽園RC

ベネファクター

秋山義信
岡山後楽園RC

齋藤寿章
益田西RC

藤岡千秋
岡山東RC

大口寄付者

3

末吉周平
岡山西南RC

5

安永幸賢
岡山西南RC

5

黒川善和
岡山備南RC

3
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ポリオプ ラス にご 寄 付 い た だ い た 方 々
青木　茂、千々木弘道、藤井弘道、藤井良昭、原　浩平、池田純士、石井祐輔、金原光広、片岡良仁、片山浩二、片山辰彦
川井雅樹、川井眞治、河合恭廣、今社秀男、小塚一史、黒木立志、久津間茂明、宮本幸枝、森本允裕、森谷　彰、長尾知之
西野　昇、落合清三、小田春人、小田健司、小田皓二、岡本慎治、岡崎道三、佐藤政夫、佐藤利範、妹尾喜美子、妹尾孝一
滝本　博、田中弘治、土肥三郎、坪井博行、筒井慎一、筒井保太、柳本哲史、勇木　健、藤井徳道
大塚康吉

井原RC

岡山後楽園RC

ク ラ ブ 年 次 寄 付
239.00 ドル

55.00 ドル
433.97 ドル

2,000.00 ドル
1,000.00 ドル

（新会員寄付、ミリオンダラーミール）
（新会員寄付、クラブ寄付）
（ミリオンダラーミール）
（ミリオンダラーミール）
（ミリオンダラーミール）

倉吉RC
倉吉東RC
鳥取西RC
米子東RC
米子南RC

2,700.00 ドル
433.48 ドル

10.00 ドル
1,810.06 ドル

（その他）
（その他）
（新会員寄付）
（財団 BOX）

益田RC
倉敷東RC
岡山RC
岡山東RC

米山記念奨学会への寄付
米 山 功 労 者

宮野憲二
美作RC

海田孝雄
出雲RC

中村寿夫
松江RC

楠　明彦
米子東RC

浅中　誠
米子中央RC

坂根　徹
鳥取北RC

角脇篤彦
鳥取北RC

1 2

早川慶子
鳥取北RC

9 1 1

福間利行
出雲RC

55 3 1

ク ラ ブ 特 別 寄 付
31,600 円

100,000 円
28,361 円

（米山ランチ）
（米山ランチ）
（米山 BOX）

鳥取西RC
米子南RC
出雲南RC

26,400 円
21,600 円
68,040 円

（米山ランチ）
（米山ランチ）
（米山ランチ）

笠岡RC
笠岡東RC
玉野RC

ク ラ ブ 普 通 寄 付
76,000 円米子中央RC

特 別 寄 付 を い た だ い た 方 々
岡森　裕、塚田　隆、田邉賢二、笹野眞紀、入江容子、松本啓介、道上正䂓
山下卓治、田中章夫
田端　修、岡本尊徳、高塚建二、細谷洋一郎、松澤弘一、橋本晴人、中島賢二、鶴田陽介、本池潤一、安田壽朗、辻田哲朗、
伊達真奈美、村岡誠一、清川博敏、中村暢宏、福元儀智、播間和雄、都田修史、影山昌秀、田内靖人、小林一人、高橋直樹、
吉田登志子、国頭芳夫、魚谷　純、安本辰雄
秋鹿　誠、大内　茂、門脇玲子、田中賢一、久保田一朗、成澤多美子、原　稔、溝本浩二、山口俊昌
福嶋裕美子、蜂谷泰祐、石井健次、岩居　博、松本　忠、道廣　司、森本浩平、小合一輝、大森　茂、坂口幸吉、坂元　徹、
佐藤睦子、重田雅彦、杉本好弘、髙柴正悟、田中良司、徳田英樹、上杉隆士、山下日出夫
太田哲生、齋藤仁昭、杉　妙子

鳥取北RC
鳥取西RC
米子中央RC

松江しんじ湖RC
岡山西RC

岡山岡南RC

年 次 寄 付 にご 寄 付 い た だ い た 方 々
赤畠　健、赤木　匠、秋定　健、秋山義信、荒木賢治、浅海淳一、土井基之、土井志郎、藤本隆志、藤本洋平、藤原　學、
深井豊久、福光富則、福島正春、蜂谷真規、長谷博明、池上　孝、居森正而、犬養吉晴、岩根宏行、片山康雄、川本平山、
岸本泰博、小坂和也、小山幹雄、國貞繁樹、松井浩明、宮﨑雅史、中村淳一、中村善一、那須保友、西山　悟、岡本営松、
岡村和則、大角雄三、大手悟郎、乙竹仁志、大塚康吉、眞田信二、芝田堅志、末光　茂、髙原弘海、高山雅之、田邊敬三、
谷本光音、鳥越貞成、内山満義、宇喜多俊材、内海睦雄、吉田啓一、古和　聡
足立富郎、安藤道則、藤井孝洋、深田昭司、本郷　亮、犬飼泰介、貝原千鶴、勝地拓之、河口亮一、木下修二、河野一郎、
倉本琇介、黒﨑政彦、三村明彦、岡本真樹、遠部雅弘、恩田英宜、坂川陽子、佐藤　昇、髙戸賢一、上原和成、若林　学、
山下一盛、吉永敏貴
太田哲生、柴田　収、齋藤仁昭、杉　妙子
藤澤敏典、伏見　正、畑野比呂美、廣田康孝、本徳智英、岩田光弘、小橋祐治、小林和義、桑原　洋、松下典裕、
角南義文、竹下俊彦、和田治郎

岡山後楽園RC

岡山備南RC

岡山岡南RC
岡山西南RC

年 次 寄 付 にご 寄 付 い た だ い た 方 々
足立智子、足立由里子、藤井武親、藤原賢治、福山育録、広田和幸、石田　正、川本博文、河崎一寿、野間田節雄、
向井　潤、大坂芳郎、大谷博文、酒井義人、山増正雄、清水雅文、竹田秀紀
入江容子、松本啓介、道上正䂓、岡森　裕、笹野眞紀、田邉賢二、塚田　隆
岩崎陽一、岡本安量、大田原俊輔
鶴田陽介、吉田登志子、国頭芳夫、松澤弘一、村岡誠一、高塚建二、辻田哲朗、伊達真奈美、越河　允、魚谷　純、
中村暢宏、安本辰雄、小林一人、岡本尊徳、都田修史、高橋直樹、福元儀智、松尾二郎、中島賢二、田端　修、影山昌秀
芦立　久、長谷川渉
音田　猛、鶴田和彦、錦織信雄
青山光弘、安部正之、石塚功安、石原武秀、井原友一、今岡和志、今岡克己、上野貴司、裏辻雅教、大多和聡宏、
大塚正宏、尾原　司、勝部　裕、門脇秀夫、金津任紀、金森允美、鐘築一雄、川上　大、神庭泰宏、岸田和俊、清原良治、
小竹原榮吉、児玉泰州、古満啓三、佐藤哲也、清水正紀、寿山　勉、諏訪文哉、関根雅彦、高木秀人、田頭基典、
田代　潔、津田和美、友田公二、直井　猛、長岡芳博、中島泰司、永瀬公男、中野　順、林　利宜、原　光、福島伸光、
福田　誠、藤原　勝、堀江美樹、松崎　滋、宮内　厚、矢田和弘、山川博司、山口研二、湯原紀二、百合澤功、米田真治、
米田則雄、石本　郁
足立昭三、吾郷紘一、浅津和人、福田康平、福代新治、布野浩之、古川精次、儀満秀明、後藤英夫、原田明成、秦　正、
林　不動、樋野圭衣子、井上克夫、石橋正吉、石田修司、石飛　真、板倉靖雄、伊藤禮嗣、龜谷　清、勝部径司、
勝部祐治、川上泰志、木村竜生、小玉　浩、木次順子、桑原京之、槇野安浩、三代和鑑、水谷厚志、水谷　勲、持田隆治、
森山育子、本常恵三、永田　実、錦織　正、錦織正二、西本巧惠、小川　敬、小川哲治、小村尚子、佐藤大樹、佐藤克朗、
塩野裕士、澄川達夫、須谷生男、須山泰則、高橋扶治夫、高橋信治、竹下尚子、竹内一夫、田中　充、東儀君子、
土井豆勝磨、打田理成、山田隆三、山本茂生、山本由香里、山内瑛明、米原彰男、米山幸男、湯浅啓史
藤井弘道、石井祐輔、金原光広、片岡良仁、片山浩二、川井雅樹、今社秀男、宮本幸枝、長尾知之、西野　昇、落合清三、
小田健司、小田皓二、岡本慎治、妹尾喜美子、土肥三郎、柳本哲史、勇木　健、藤井徳道
吉本仁志
秋山幸子、別府洋吾、平川真理、堀　楷一、石原浩二、加藤辰彦、川端正己、小鍜冶元慎、小浦厚子、古家野勇、
三村　健、三宅　周、森下和郎、水田直美、中西哲也、西　文子、西川良和、櫻井浩之、徳満瑞穂、遠山晃啓、上野英子、
平川敬介、平田雅和、三宅誠一、芝村滿男
赤木幸也、遠藤治郎、遠藤堯之、藤　雅子、藤波安勇、藤原光啓、原田博史、林　伸雄、平井正敏、廣瀬成史、今岡道雄、
黒田健一、松原　淨、松田健一、松本ゆみ、三島節子、三宅顕隆、三宅政博、三宅俊弘、室山宣英、西山敬二、岡　晃、
岡本英人、岡本　淳、小野　久、小野　聡、太田隆温、力武善久、佐々木孝之、武部洋治、田中陸男、富永勲秀、
鳥越秀二、植木一行、山田秀樹、山田　曉、吉岡　保、藤田康孝、濱口康幸、稲田起一、西海暢恭
渡辺英気
阿形覚昇、有本　稔、有本次男、有宗博志、萩原一雄、初川正子、廣野　學、直本倫幸、亀川哲明、國米一朗、森木宏昭、
中西寛治、小笠原卓宏、坂田英輝、田口浩二、寺坂磨哉、山本　 平
有木淳浩、番原よし浩、廣野勝彦、廣澤大祐、井上昭雄、松永　章、森　 宗柏、中村早百合、西本美枝子、野口泰俊、
太田洋一、小椋章光、坂野充典、佐藤みゆき、下迫博幸、下山武紀、髙山照輔、髙矢滿雄、田渕浩巳、谷口康子、
内田光教、上山良二、渡邊吉幸、山下正憲、吉田 生
土井雅人、池田博昭、貝原明宏、村松　太、大西直規、末藤達也、髙山眞司、坪井二郎、若林宣夫、渡辺　学、眞殿重喜、
児島正和、山下貴司

倉吉東RC

鳥取北RC
鳥取西RC
米子中央RC

米子東RC
米子南RC
松江東RC

出雲南RC

井原RC

笠岡RC
総社RC

倉敷東RC

倉敷南RC
津山中央RC

津山西RC

岡山東RC

メモリア ル ・ コントリビュー タ ー
岡山後楽園RC　深井豊久 がご尊父 深井　南のために

訃　報 謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りします。

杉原　譲
米子中央RC

逝去日／2015年12月9日
享　年／55
入会日／2009年1月8日

河野昌晴
岡山中央RC

逝去日／2015年12月23日
享　年／85
入会日／1986年9月26日

関　靖文
総社吉備路RC

逝去日／2015年12月16日
享　年／81
入会日／1987年6月14日

基常日出明（英明）
出雲RC

逝去日／2015年12月14日
享　年／89
入会日／1966年9月1日

先月号の追記・訂正とお詫び
地区だより1月号（Vol.7）に下記の誤りがありましたので訂正してお詫び申し上げます。
P５. ロータリー財団への寄付　クラブ年次寄付　笠岡 R C …220ドル（ミリオンダラーミール）  
P８. 第9グループ　　11月末会員数　372名 → 384名　　11月末増減　▲5名 → 7名  
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ポリオプ ラス にご 寄 付 い た だ い た 方 々
青木　茂、千々木弘道、藤井弘道、藤井良昭、原　浩平、池田純士、石井祐輔、金原光広、片岡良仁、片山浩二、片山辰彦
川井雅樹、川井眞治、河合恭廣、今社秀男、小塚一史、黒木立志、久津間茂明、宮本幸枝、森本允裕、森谷　彰、長尾知之
西野　昇、落合清三、小田春人、小田健司、小田皓二、岡本慎治、岡崎道三、佐藤政夫、佐藤利範、妹尾喜美子、妹尾孝一
滝本　博、田中弘治、土肥三郎、坪井博行、筒井慎一、筒井保太、柳本哲史、勇木　健、藤井徳道
大塚康吉

井原RC

岡山後楽園RC

ク ラ ブ 年 次 寄 付
239.00 ドル

55.00 ドル
433.97 ドル

2,000.00 ドル
1,000.00 ドル

（新会員寄付、ミリオンダラーミール）
（新会員寄付、クラブ寄付）
（ミリオンダラーミール）
（ミリオンダラーミール）
（ミリオンダラーミール）

倉吉RC
倉吉東RC
鳥取西RC
米子東RC
米子南RC

2,700.00 ドル
433.48 ドル

10.00 ドル
1,810.06 ドル

（その他）
（その他）
（新会員寄付）
（財団 BOX）

益田RC
倉敷東RC
岡山RC
岡山東RC

米山記念奨学会への寄付
米 山 功 労 者

宮野憲二
美作RC

海田孝雄
出雲RC

中村寿夫
松江RC

楠　明彦
米子東RC

浅中　誠
米子中央RC

坂根　徹
鳥取北RC

角脇篤彦
鳥取北RC

1 2

早川慶子
鳥取北RC

9 1 1

福間利行
出雲RC

55 3 1

ク ラ ブ 特 別 寄 付
31,600 円

100,000 円
28,361 円

（米山ランチ）
（米山ランチ）
（米山 BOX）

鳥取西RC
米子南RC
出雲南RC

26,400 円
21,600 円
68,040 円

（米山ランチ）
（米山ランチ）
（米山ランチ）

笠岡RC
笠岡東RC
玉野RC

ク ラ ブ 普 通 寄 付
76,000 円米子中央RC

特 別 寄 付 を い た だ い た 方 々
岡森　裕、塚田　隆、田邉賢二、笹野眞紀、入江容子、松本啓介、道上正䂓
山下卓治、田中章夫
田端　修、岡本尊徳、高塚建二、細谷洋一郎、松澤弘一、橋本晴人、中島賢二、鶴田陽介、本池潤一、安田壽朗、辻田哲朗、
伊達真奈美、村岡誠一、清川博敏、中村暢宏、福元儀智、播間和雄、都田修史、影山昌秀、田内靖人、小林一人、高橋直樹、
吉田登志子、国頭芳夫、魚谷　純、安本辰雄
秋鹿　誠、大内　茂、門脇玲子、田中賢一、久保田一朗、成澤多美子、原　稔、溝本浩二、山口俊昌
福嶋裕美子、蜂谷泰祐、石井健次、岩居　博、松本　忠、道廣　司、森本浩平、小合一輝、大森　茂、坂口幸吉、坂元　徹、
佐藤睦子、重田雅彦、杉本好弘、髙柴正悟、田中良司、徳田英樹、上杉隆士、山下日出夫
太田哲生、齋藤仁昭、杉　妙子

鳥取北RC
鳥取西RC
米子中央RC

松江しんじ湖RC
岡山西RC

岡山岡南RC

年 次 寄 付 にご 寄 付 い た だ い た 方 々
赤畠　健、赤木　匠、秋定　健、秋山義信、荒木賢治、浅海淳一、土井基之、土井志郎、藤本隆志、藤本洋平、藤原　學、
深井豊久、福光富則、福島正春、蜂谷真規、長谷博明、池上　孝、居森正而、犬養吉晴、岩根宏行、片山康雄、川本平山、
岸本泰博、小坂和也、小山幹雄、國貞繁樹、松井浩明、宮﨑雅史、中村淳一、中村善一、那須保友、西山　悟、岡本営松、
岡村和則、大角雄三、大手悟郎、乙竹仁志、大塚康吉、眞田信二、芝田堅志、末光　茂、髙原弘海、高山雅之、田邊敬三、
谷本光音、鳥越貞成、内山満義、宇喜多俊材、内海睦雄、吉田啓一、古和　聡
足立富郎、安藤道則、藤井孝洋、深田昭司、本郷　亮、犬飼泰介、貝原千鶴、勝地拓之、河口亮一、木下修二、河野一郎、
倉本琇介、黒﨑政彦、三村明彦、岡本真樹、遠部雅弘、恩田英宜、坂川陽子、佐藤　昇、髙戸賢一、上原和成、若林　学、
山下一盛、吉永敏貴
太田哲生、柴田　収、齋藤仁昭、杉　妙子
藤澤敏典、伏見　正、畑野比呂美、廣田康孝、本徳智英、岩田光弘、小橋祐治、小林和義、桑原　洋、松下典裕、
角南義文、竹下俊彦、和田治郎

岡山後楽園RC

岡山備南RC

岡山岡南RC
岡山西南RC

年 次 寄 付 にご 寄 付 い た だ い た 方 々
足立智子、足立由里子、藤井武親、藤原賢治、福山育録、広田和幸、石田　正、川本博文、河崎一寿、野間田節雄、
向井　潤、大坂芳郎、大谷博文、酒井義人、山増正雄、清水雅文、竹田秀紀
入江容子、松本啓介、道上正䂓、岡森　裕、笹野眞紀、田邉賢二、塚田　隆
岩崎陽一、岡本安量、大田原俊輔
鶴田陽介、吉田登志子、国頭芳夫、松澤弘一、村岡誠一、高塚建二、辻田哲朗、伊達真奈美、越河　允、魚谷　純、
中村暢宏、安本辰雄、小林一人、岡本尊徳、都田修史、高橋直樹、福元儀智、松尾二郎、中島賢二、田端　修、影山昌秀
芦立　久、長谷川渉
音田　猛、鶴田和彦、錦織信雄
青山光弘、安部正之、石塚功安、石原武秀、井原友一、今岡和志、今岡克己、上野貴司、裏辻雅教、大多和聡宏、
大塚正宏、尾原　司、勝部　裕、門脇秀夫、金津任紀、金森允美、鐘築一雄、川上　大、神庭泰宏、岸田和俊、清原良治、
小竹原榮吉、児玉泰州、古満啓三、佐藤哲也、清水正紀、寿山　勉、諏訪文哉、関根雅彦、高木秀人、田頭基典、
田代　潔、津田和美、友田公二、直井　猛、長岡芳博、中島泰司、永瀬公男、中野　順、林　利宜、原　光、福島伸光、
福田　誠、藤原　勝、堀江美樹、松崎　滋、宮内　厚、矢田和弘、山川博司、山口研二、湯原紀二、百合澤功、米田真治、
米田則雄、石本　郁
足立昭三、吾郷紘一、浅津和人、福田康平、福代新治、布野浩之、古川精次、儀満秀明、後藤英夫、原田明成、秦　正、
林　不動、樋野圭衣子、井上克夫、石橋正吉、石田修司、石飛　真、板倉靖雄、伊藤禮嗣、龜谷　清、勝部径司、
勝部祐治、川上泰志、木村竜生、小玉　浩、木次順子、桑原京之、槇野安浩、三代和鑑、水谷厚志、水谷　勲、持田隆治、
森山育子、本常恵三、永田　実、錦織　正、錦織正二、西本巧惠、小川　敬、小川哲治、小村尚子、佐藤大樹、佐藤克朗、
塩野裕士、澄川達夫、須谷生男、須山泰則、高橋扶治夫、高橋信治、竹下尚子、竹内一夫、田中　充、東儀君子、
土井豆勝磨、打田理成、山田隆三、山本茂生、山本由香里、山内瑛明、米原彰男、米山幸男、湯浅啓史
藤井弘道、石井祐輔、金原光広、片岡良仁、片山浩二、川井雅樹、今社秀男、宮本幸枝、長尾知之、西野　昇、落合清三、
小田健司、小田皓二、岡本慎治、妹尾喜美子、土肥三郎、柳本哲史、勇木　健、藤井徳道
吉本仁志
秋山幸子、別府洋吾、平川真理、堀　楷一、石原浩二、加藤辰彦、川端正己、小鍜冶元慎、小浦厚子、古家野勇、
三村　健、三宅　周、森下和郎、水田直美、中西哲也、西　文子、西川良和、櫻井浩之、徳満瑞穂、遠山晃啓、上野英子、
平川敬介、平田雅和、三宅誠一、芝村滿男
赤木幸也、遠藤治郎、遠藤堯之、藤　雅子、藤波安勇、藤原光啓、原田博史、林　伸雄、平井正敏、廣瀬成史、今岡道雄、
黒田健一、松原　淨、松田健一、松本ゆみ、三島節子、三宅顕隆、三宅政博、三宅俊弘、室山宣英、西山敬二、岡　晃、
岡本英人、岡本　淳、小野　久、小野　聡、太田隆温、力武善久、佐々木孝之、武部洋治、田中陸男、富永勲秀、
鳥越秀二、植木一行、山田秀樹、山田　曉、吉岡　保、藤田康孝、濱口康幸、稲田起一、西海暢恭
渡辺英気
阿形覚昇、有本　稔、有本次男、有宗博志、萩原一雄、初川正子、廣野　學、直本倫幸、亀川哲明、國米一朗、森木宏昭、
中西寛治、小笠原卓宏、坂田英輝、田口浩二、寺坂磨哉、山本　 平
有木淳浩、番原よし浩、廣野勝彦、廣澤大祐、井上昭雄、松永　章、森　 宗柏、中村早百合、西本美枝子、野口泰俊、
太田洋一、小椋章光、坂野充典、佐藤みゆき、下迫博幸、下山武紀、髙山照輔、髙矢滿雄、田渕浩巳、谷口康子、
内田光教、上山良二、渡邊吉幸、山下正憲、吉田 生
土井雅人、池田博昭、貝原明宏、村松　太、大西直規、末藤達也、髙山眞司、坪井二郎、若林宣夫、渡辺　学、眞殿重喜、
児島正和、山下貴司

倉吉東RC

鳥取北RC
鳥取西RC
米子中央RC

米子東RC
米子南RC
松江東RC

出雲南RC

井原RC

笠岡RC
総社RC

倉敷東RC

倉敷南RC
津山中央RC

津山西RC

岡山東RC

メモリア ル ・ コントリビュー タ ー
岡山後楽園RC　深井豊久 がご尊父 深井　南のために

訃　報 謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りします。

杉原　譲
米子中央RC

逝去日／2015年12月9日
享　年／55
入会日／2009年1月8日

河野昌晴
岡山中央RC

逝去日／2015年12月23日
享　年／85
入会日／1986年9月26日

関　靖文
総社吉備路RC

逝去日／2015年12月16日
享　年／81
入会日／1987年6月14日

基常日出明（英明）
出雲RC

逝去日／2015年12月14日
享　年／89
入会日／1966年9月1日

先月号の追記・訂正とお詫び
地区だより1月号（Vol.7）に下記の誤りがありましたので訂正してお詫び申し上げます。
P５. ロータリー財団への寄付　クラブ年次寄付　笠岡 R C …220ドル（ミリオンダラーミール）  
P８. 第9グループ　　11月末会員数　372名 → 384名　　11月末増減　▲5名 → 7名  



　本年度から２月は標記の「平和と紛争予防／紛争
解決月間」とされました。日本では、あまり切実感のな
いテーマかもしれませんが、シリアの内乱で多くの
人々がヨーロッパへ逃れていることやパリ等でのテロ
事件や報復空爆、戒厳令等のニュースは毎日のように
耳に入ります。現在、世界では紛争や迫害で420万
人が難民となっていると言われていて、このような状
況の解決を目指してロータリーは、平和と紛争予防／紛
争解決のための研修・教育・実践を支援しています。
即ち、紛争予防と仲裁のためのリーダー研修・紛争
地域における平和構築の支援・平和と紛争予防／
紛争解決に関連した仕事を目指す専門職業人のため
の奨学金支援等をしています。ロータリー財団はより
具体的に、援助対象項目として、

•非暴力・平和構築・人権を支援するための地域社会
の活動

•地域社会のニーズとして紛争解決のためのワーク
ショップの企画

•紛争の心理的影響に取り組む活動の支援
•紛争回避のための予防策に取り組む活動の支援
•ギャング反対運動や民族・宗教の違いを乗り越える運

動･研修･キャンペーン
•過去に紛争を経験した当事者・関係者間のコミュニ

ケーションと仲裁
•上記の活動を支援する職業研修チーム（ＶＴＴ）
•平和と紛争予防／紛争解決を学ぶ大学院課程学生へ

の奨学金
を挙げています。
　最近このテーマでよく話題になるのが「ロータリー
平和フェローシップ」でしょう。世界の７カ所の大学に
はロータリーが支援している「ロータリー平和セン
ター」が設置されています。ロータリーは毎年、世界
中の候補者の中から各ロータリー平和センターで学
ぶフェローを最高100名選び、授業料と入学金、部
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屋代、食事代、往復交通費、インターンシップ／実地
研修費に利用できる奨学金を15～ 24カ月支給（50
名まで）します。さらに平和・紛争解決経験者でスキ
ル向上を目指す社会人（50名まで）には、タイのチュ
ラロンコーン大学で３カ月の短期集中型プログラム参
加のための奨学金を支給します。
　日本の国際基督教大学に設置されているロータ
リー平和センターでは、多様な実務経験を積んだ後
にフェローに選ばれた日本人の学生が、諸外国の学
生とともに研修に励んでいます。その卒業生の多くが
いま正にニュースで報道されている紛争当事国や難
民居住地で紛争解決や難民支援に逞しく尽力してい
ます。そして、その活動の様子を生々しく話してくれ
るのを聞くと、ロータリーが紛争予防や紛争解決に寄

与し、平和に貢献していることを実感させてくれます。
　皆さま方の周りでこのような紛争予防や紛争解決に
貢献されている方や、これからそれを目指そうとされ
る方がおられましたら、できる限りの直接的なご支援
をお願いしたいと思うと同時に、条件はありますが
ロータリー財団の補助金を使う支援の可能性をご検
討いただくようお願いしたいと思います。
　なお、併せて地区ガバナーとしてはロータリー財団
への浄財のご寄付もお願いしなくてはなりません。恒
久基金や年次寄付もお願いしておりますが、使途を指
定して「ロータリー平和センタ－」や「POLIO・PLUS」
活動に限定された寄付もできます。ぜひ、皆さま方の
「平和を願うお気持ち」をロータリー財団にお寄せくだ
さい。何とぞ、よろしくお願い申し上げます。

クラブ名 Make-up 後
出席率（％）

ホームクラブ
出席率（％） 例会数

会　員　数
7 月 1 日 12�月末 内女性会員 増減

第
1
グ
ル
ー
プ

智 頭 80.00 66.67 3 10 10 0 0
倉 吉 96.43 83.48 4 57 59 2 2
倉 吉 中 央 97.33 73.33 3 23 25 2 2
倉 吉 東 97.37 77.24 4 43 44 4 1
鳥 取 99.57 76.09 4 58 61 3 3
鳥 取 中 央 86.67 85.83 3 39 40 0 1
鳥 取 北 89.66 88.28 3 49 49 5 0
鳥 取 西 80.85 74.47 4 48 46 0 ▲ 2

計（８） 90.99 78.17 ─ 327 334 16 7

第
2
グ
ル
ー
プ

境 港 94.79 74.89 4 41 47 0 6
米 子 79.70 54.98 4 65 69 3 4
米 子 中 央 87.40 83.81 3 39 38 2 ▲ 1
米 子 東 73.53 63.16 3 100 101 7 1
米 子 南 85.45 66.67 3 59 59 2 0

計（５） 84.17 68.70 ─ 304 314 14 10

第
3
グ
ル
ー
プ

松 江 90.67 73.26 3 64 70 0 6
松 江 東 89.19 75.68 3 62 63 1 1
松 江 南 90.32 80.54 3 65 66 4 1
松江しんじ湖 87.78 68.95 4 56 55 9 ▲ 1
隠 岐 西 郷 86.52 68.54 4 23 23 0 0

計（５） 88.90 73.39 ─ 270 277 14 7

第
4
グ
ル
ー
プ

平 田 85.89 84.05 4 45 45 2 0
出 雲 80.00 65.56 4 48 48 3 0
出 雲 中 央 78.83 76.64 3 46 46 3 0
出 雲 南 94.79 73.96 3 64 64 7 0
大 社 73.33 66.67 3 47 53 2 6

計（５） 82.57 73.38 ─ 250 256 17 6

第
5
グ
ル
ー
プ

江 津 82.41 77.78 3 37 36 2 ▲ 1
浜 田 87.36 80.35 3 55 59 1 4
益 田 96.88 85.94 4 18 16 1 ▲ 2
益 田 西 88.89 74.07 3 28 27 2 ▲ 1
大 田 86.52 81.61 3 30 30 4 0

計（５） 88.41 79.95 ─ 168 168 10 0

第
6
グ
ル
ー
プ

井 原 85.71 75.89 3 41 42 2 1
笠 岡 93.02 81.98 4 50 50 0 0
笠 岡 東 96.58 85.47 3 39 40 1 1
新 見 89.86 88.41 3 24 23 2 ▲ 1
総 社 79.80 74.75 3 35 34 6 ▲ 1
総社吉備路 73.33 72.59 4 32 34 2 2
高 梁 90.48 87.30 3 43 43 1 0
玉 島 94.52 91.78 3 26 26 1 0

計（８） 87.91 82.27 ─ 290 292 15 2

クラブ名 Make-up 後
出席率（％）

ホームクラブ
出席率（％） 例会数

会　員　数
7 月 1 日 12�月末 内女性会員 増減

第
7
グ
ル
ー
プ

児 島 75.83 64.17 4 27 32 0 5
児 島 東 98.04 86.71 3 20 18 0 ▲ 2
倉 敷 98.85 77.48 3 86 90 1 4
倉 敷 中 央 69.23 69.23 3 13 15 4 2
倉 敷 東 97.37 89.47 4 38 41 3 3
倉 敷 南 89.29 75.82 3 53 54 2 1
倉 敷 水 島 89.29 87.50 3 20 22 0 2
倉敷瀬戸内 82.91 77.48 3 39 38 2 ▲ 1

計（８） 87.60 78.48 ─ 296 310 12 14

第
8
グ
ル
ー
プ

真 庭 88.19 77.78 4 35 37 0 2
美 作 83.51 82.47 3 34 34 1 0
津 山 77.65 64.77 3 87 89 3 2
津 山 中 央 86.46 84.38 4 25 25 2 0
津 山 西 87.23 82.98 3 32 32 5 0

計（５） 84.61 78.48 ─ 213 217 11 4

第
9
グ
ル
ー
プ

赤 磐 87.50 73.91 4 12 12 0 0
備 前 72.96 63.90 4 57 58 8 1
岡 山 88.02 73.28 3 106 107 0 1
岡 山 東 94.26 86.24 4 96 97 0 1
岡 山 北 西 87.88 76.69 3 54 56 3 2
岡山後楽園 81.60 77.36 4 52 53 0 1

計（６） 85.37 75.23 ─ 377 383 11 6

第
10
グ
ル
ー
プ

岡 山 旭 川 83.42 68.25 3 24 23 2 ▲ 1
岡 山 中 央 74.42 65.89 4 38 36 2 ▲ 2
岡 山 北 83.93 76.19 4 36 41 1 5
岡 山 南 82.10 70.35 4 155 162 16 7
玉 野 88.23 74.51 3 35 35 0 0
牛 窓 86.67 86.67 3 5 5 0 0

計（６） 83.13 73.64 ─ 293 302 21 9

第
11
グ
ル
ー
プ

岡 山 備 南 87.27 83.49 4 33 33 2 0
岡 山 城 89.62 84.91 4 24 27 1 3
岡 山 岡 南 71.56 67.59 4 29 26 3 ▲ 3
岡山丸の内 79.84 67.74 3 41 42 2 1
岡 山 西 87.41 76.82 4 69 74 4 5
岡 山 西 南 89.77 77.46 4 57 56 3 ▲ 1

計（６） 84.25 76.34 ─ 253 258 15 5

クラブ数 6 7 R C
2015 年 7 月 1 日会員数 3 , 0 4 1 名
2015 年 12 月末会員数 3 , 1 1 1 名
内　女性会員数 1 5 6 名
純増 7 0 名

12 月出席率 Make-up 後　　　8 6 . 4 4 ％
ホームクラブ　　　7 6 . 6 0 ％

地
区
ク
ラ
ブ
内
の
状
況

出 席 報 告 （2015年12月）


